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【講演者】 

奈須野 太 氏 

内閣府 知的財産戦略推進事務局長 

 

 

【略歴】 

1990 年 ３月 東京大学教養学部教養学科卒業 

４月 通商産業省入省 

2007 年 ９月 産業技術環境局技術振興課長 

2009 年 ７月 経済産業政策局産業組織課長 

2011 年 ９月 原子力損害賠償支援機構執行役員 

2012 年 10 月 経済産業政策局参事官（産業人材政策担当） 

2014 年 ７月 産業技術環境局環境政策課長 

2017 年 ７月 産業技術環境局総務課長 

2018 年 ７月 中小企業庁経営支援部長 

2019 年 ７月 中小企業庁事業環境部長 

2020 年 ７月 中小企業庁次長 

2021 年 ７月 産業技術環境局長 

2022 年 ７月 内閣府科学技術イノベーション推進事務局統括官 

2023 年 ７月 内閣府知的財産戦略推進事務局長 

 

【講演要旨】 

気候変動や人権問題をはじめとしたサステナビリティ課題を巡る状況は、企業活動の持続

性に大きな影響を及ぼしている。我が国はその特色を特徴づける知的財産や無形資産を

適切に捉え、その潜在力を最大限に引き出すべく施策を講じることで、製品やサービス分野

において、より世界に通用するイノベーションを生み出す可能性がある。 

このような認識の下、内閣総理大臣を本部長とする知的財産戦略本部は、2024 年 6 月に

「知的財産推進計画 2024」及び「新たなクールジャパン戦略」を策定した。本講演では、サス

テナビリティに関する当局及び日本政府の取組等を紹介し、知財とサステナビリティを取り

巻く現状を概観するようにしたい。 

◆  知財とサステナビリティを取り巻く現状（仮）  ◆ 


